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E-konzalという会社
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持続可能な社会
Sustainable World

会社名 株式会社 E-konzal (イー・コンザル)

設⽴ 2012年6⽉

代表取締役 榎原 友樹 (Tomoki Ehara)

社員数 7名＋アルバイト（4〜6名程度）

事業内容 環境・エネルギー分野のコンサルティ
ング

主な取引先 環境省、経済産業省
京都府京都市、愛知県新城市、兵庫県洲本市
国⽴環境研究所、NEDO、IGES
京都⼤学、東京⼤学、⽴命館⼤学、慶応⼤学、
上智⼤学、東京⼯業⼤学、⿓⾕⼤学
他多数
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社会全体の動き
〜ネットゼロ社会とコロナ禍〜



気候変動の現状

(出典) UNEP(2019) Emissions Gap Report 
2019. Executive summary. 

• 1.5℃にはネガティブエミッショ
ンが求められる

• GHG排出量は増加の⼀途。各国
の温暖化対策⽬標を⾜し合わせ
ても、2℃や1.5℃とは程遠い。

エネルギー起源排出量と気温上昇（放射強制⼒）

世界の排出⽬標と、気温上昇のギャップ



コロナ禍はライフスタイル変更のきっかけとなるか︖

• コロナによって2020年の⼀次エ
ネルギー消費量は6%減少。

• ⽯炭、天然ガス、⽯油の消費量
は⼤幅に減少する中で、唯⼀再
エネは増加する⾒通し

(出典) IEA Global Energy Review 2020 The impacts of the Covid-19 crisis on global energy demand and CO2 emissions



コロナ禍後の要請

欧州委員会

“今⽇の選択が、次世代の未来を
決めるだろう。我々の経済を再始
動させるための膨⼤な投資は、次
世代の負担を緩和するものでなけ
ねればならない。EUの回復計画は
次世代に向けて、より持続可能で、
レジリエントで、公平な社会を創
るためのものであるべきだ”

EU Commission (2020) “Europe’s moment: Repair and 
Prepare for the Next Generation”, COM(2020) 456

投資家グループ

“経済影響から回復するための努⼒
を⾏う際、気候危機の視点を失うべ
きではない。

・・・（中略）・・・

回復計画では、政府は持続可能性、
公平性を優先させ、ネットゼロ排出
経済への移⾏を加速し、雇⽤を⽣み、
⺠間資本の持続可能な配分を推進す
べきである。”

AIGC, CDP, Ceres, IGCC, IIGCC, PRI, UNEP (2020) “The 
Investor Agenda: A sustainable Recovery from the COVID-
19 Pandemic”

• 欧州等では、コロナ禍の経済復興の機会をを持続可能性向
上に向けた投資に充てる「グリーンリカバリー」が主流



気候変動対策としての再エネ
排出要因を分解して考える
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ネットゼロ社会とはどのような社会か︖
産業⽤の⾼温熱需要や⻑距離貨物輸送の脱炭素化が困難
家庭・オフィス、交通（分野はゼロエミッション）

家庭・オフィス 交通 産業

2050年までに脱炭素化（正味の排出ゼロ）を達成するためには︖

• 今後の発電所の新規建設はすべて再エネ、⾮効率な⽕⼒から閉鎖
• 2040年（20年後）に導⼊される新⾞はすべてEV
• 今後新築される住宅はZEH相当
• 森林の維持管理による吸収量の確保
• 家庭で使⽤されるガス（都市ガス・LPG）、灯油は禁⽌

オール電化+再エネ+EV EV+⻑距離トラック
（バイオ燃料/⽔素)

再エネ熱利⽤の主流化



地⽅⾃治体の動き
〜ゼロカーボン⾃治体の普及と実態〜



ゼロカーボン⾃治体
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(出典) 環境省 https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.html



先進事例（⻑野県）

気候⾮常事態宣⾔
2019年12⽉

⻑野県気候危機突破⽅針
2020年4⽉

脱炭素まちづくり
• コンパクト+ネットワークまちづくりPJ
• 地域と調和した再エネ普及拡⼤PJ
• 健康エコ住宅普及促進PJ
• ゼロカーボンビル化促進PJ

環境イノベーション
• SDGs&ESG投資促進PJ
• ゼロカーボン実現新技術等促進PJ

地域循環共⽣圏創出
世界標準のRE100 PJ

(出典) ⻑野県HP  https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/climateemergency.html



先進事例（⼩⽥原市）

「⼩⽥原市再⽣可能エネル
ギーの利⽤等の促進に関する
条例」策定（平成26年度）

脱炭素型EVカーシェ
アリングの運⽤

電気を

つくる
電気を

制御する
電気を

つかう

再エネを活⽤した
エネマネ（公共施設）

「⼩⽥原市太陽光発電
屋根貸し事業」による
太陽光発電システム

• ⼩⽥原市では公共と⺠間が⼿を組み、電気をつくる、制
御する、つかうの3つを統合的に推進。



先進事例（横浜市）
• 横浜市地球温暖化対策実⾏計画で「Zero Carbon Yokohama」を掲げる。
• 域内の再エネポテンシャルが⼗分でない(8%)ことから、東北の12市町

村と「再⽣可能エネルギーに関する連携協定」を締結。

(出典) 横浜市 プレスリリース
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-
kocho/press/ondan/2018/20190206-043-
28987.files/php4xFtO6.pdf



先進事例（京都市）



事業者の動き
〜みんな電⼒、⾃然電⼒〜



みんな電⼒
• 「顔の⾒える電⼒」を前⾯に出し、多くの企業・団体・個⼈をつな

ぐ再⽣可能エネルギーハブとして機能。
• ブロックチェーン等の最新技術も積極的に取り⼊れ。

(出典) みんな電⼒ HP



⾃然電⼒
• 「⾃然エネルギー100%の世界を共につくる」ことを⽬指し、⾃然

エネルギーによる発電から、⼩売りまでを⼀気通貫で提供可能。
• 世界最先端技術を取り⼊れつつ、「1% for Community」、「⾃然

電⼒基⾦」、「ミニマムグリッド事業」など地域と共に歩むことを
重視。

(出典) ⾃然電⼒ HP



私たちの挑戦
〜「エネルギーを変える。まちが変わる。」〜



能勢・豊能まちづくり設⽴

• ⼤阪府北部エリア（能勢町・豊能町エ
リア）にて、⾃治体と共に地域新電⼒
を⽴ち上げ（2020年7⽉3⽇）。
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エネルギーでつくる、まちの「いま」と「みらい」

わたしたちのまちの電⼒会社、
はじめます

“でんき”はみんなの⽣活になくてはならないもの。
せっかく払うなら、でんき代の⼀部でちょっぴりわたしたちのま
ちがよくなったらいいなと思いませんか︖

まちのでんき代をすこーしずつ集めて、まちの「いま」と「みら
い」のために使う。まちのなかでエネルギーがまわり、お⾦もま
わる。ぐるぐるぐるぐる。

そんなわたしたちのまちの電⼒会社、はじめます。

これからこれまで

でんき
代 まちの

課題解
決

まちのそとの
電⼒会社

まちの
電⼒会社

暮らしやす
さ

でんき
代



何をやるの︖

わたしたちは、いわばでんきの販売店。太陽光発電や⾵⼒発電のよう
な発電所からのでんきを買い集めてきて、まちの施設に届けます。

わたしたちが集めるでんきはこだわりでんき。
でんきを変えるだけで、すぐにエコ、ずっとエコ。
できるだけ地域の電気を買ってきたい。
「いま」と「みらい」をつくるって、たぶんそういうことですよね。

販売はまず、公共施設から少しずつ。まちの事業者さんや⼀般家庭に
もサービスを広げていきます。

収益の⼀部ではじめるのは、まちをちょっとよくする4つのプロジェ
クト。どれもまちのみなさんによろこんでもらえるよう、少しずつ取
り組みを進めていきます

まちの
電⼒会社

作る⼈ 販売する⼈ 使う⼈

4つのプロジェクトに投資

集めて届けるでんきの販売店

交通 防災 わかもの リサイクル



全⾃治体のCO2排出量データベースの無料公開

• 全国の基礎⾃治体すべて（1741）を対象に、現在のエネルギー消費
量・CO2排出量を推計したデータベースを無料公開

• 推計⽅法は環境省のマニュアルに準拠。
• ゼロカーボンシティに向けたシナリオ検討機能を追加予定（開発中）



ご清聴ありがとうございました


